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はじめに
現在、データセンターは、さまざまな種類のサーバー、オペレーティング システム、およびアプリケーションが、多様なデスクトップ コンピュータやモバイル クライアント コンピュータと相互に通信する複雑なエコシステムになっています。IT 部門では、この重要な一連のテクノロジを管理し、サポートすることが課題になっています。異なる種類のサーバーを中央で管理された環境にある仮想マシンに移動するという、サーバー仮想化テクノロジの展開は、この課題に対応する選択肢として一般的になってきています。
仮想化によって、IT コストの削減、ハードウェアの使用率の向上、ビジネスおよびネットワーク インフラストラクチャの最適化、サーバーの可用性の向上が実現します。
Hyper-V (以前のコード名 : Viridian) を含む Windows Server® 2008 は、サードパーティ製ソフトウェアを購入することなく仮想化が活用できる、強力なテクノロジです。
最も一般的に使用されている仮想化テクノロジの利用用途は、サーバーの統合です。これは、1 つのサーバーで複数のサーバーのワークロードを処理することを可能にします。たとえば、ブランチ オフィス (支店・拠点) の印刷サーバー、FAX サーバー、Exchange サーバー、および Web サーバーを 1 つの Windows サーバーに統合することにより、ハードウェア、保守、人件費のコストを減らすことができます。
Hyper-V は、Microsoft SQL Server™ のように集中的にリソースを使用するサービスから Windows® または Linux の以前のバージョン上で実行されるサードパーティ製アプリケーションまで、広範囲のサービスを統合します。仮想化は、サーバー ハードウェアの購入またはリース費用を減らすだけではなく、サーバーの熱、電気使用量、物理的面積および保守の管理に関連する費用も減らします。
Hyper-V を使用するとサーバーの統合以上の効果が得られます。Hyper-V により、ネットワークの信頼性、スケーラビリティ、セキュリティ、および柔軟性が向上します。たとえば、就業日の初めに使用量が最高に達して処理が遅くなったサーバーは、処理能力を増した他のサーバー、またはネットワークの可用性が向上した、より強力なサーバーにワークロードの一部を移動します。仮想マシンは、最新のサーバー ハードウェアが提供する、セキュリティおよびキャパシティの進化を利用できます。Linux のような他のオペレーティング システム用に設計されたサーバー ソフトウェアは、Windows ソリューションと同じハードウェア上で実行できます。また、業界標準ツールを使用した一元管理を利用し、多様な管理ツールを持つ 1 種類のアーキテクチャまたはオペレーティング システム専用として個別のサーバーを置く代わりに、Hyper-V を柔軟に使用することができます。
このホワイト ペーパーでは、マイクロソフトの「データセンターからデスクトップまで」の仮想化戦略の主要なコンポーネントとして Hyper-V を紹介しています。Hyper-V の強化された新機能によって企業のお客様の労力を削減する一般的なシナリオを示します。このシナリオには、サーバー統合、ビジネスの継続性と障害回復管理、テストと展開、およびダイナミックデータセンターが含まれます。また、これらの利点が、小規模企業およびブランチ オフィスの個別のニーズに応える方法にも注目します。
Hyper-V の概要
マイクロソフトは、強力な仮想化ツールを長年提供してきました。最新のサーバー仮想化製品である Microsoft Virtual Server 2005 は、互換性および業界のサポートで他をリードしています。仮想化が主流になるにつれて、大部分の企業組織は仮想化を使用または評価しています。仮想化によって、サーバー インフラストラクチャの総保有コストの削減、サーバーの統合およびアジリティ (敏捷性) の向上が実現します。IT 管理者および IT 計画担当者は、より要求の厳しいアプリケーションおよびプロセスの使用と仮想化を拡大したいと考えています。彼らは、管理ツールとの統合が容易で、次世代の 64 ビット サーバー ハードウェアを利用できる、より強力で柔軟性のある仮想化ソリューションを求めています。
マイクロソフトは、次世代の 64 ビット仮想化テクノロジである Hyper-V を開発しました。これにより、コストの削減、ハードウェアの使用率の向上、ネットワークおよびビジネス インフラストラクチャの最適化、およびサーバーの可用性の向上が実現します。
Hyper-V は、Windows Server 2008 の主要な機能で、なじみのある Windows ベースのサーバー管理ツールと統合できます。ライブ バックアップやQuick Migrationなどの強力な仮想化機能を利用するためにソフトウェアを新たに購入する必要はありません。仮想マシンと物理サーバーで機能する完全なサーバー管理ソリューションが必要なお客様のために、マイクロソフトの System Center の製品群に高度な仮想マシン管理と監視機能が加わりました。Hyper-V はオープン アーキテクチャであり、内部開発チームおよびサードパーティのソフトウェア開発者がテクノロジおよびツールを拡張することができます。
Hyper-V と共に、マイクロソフトは、柔軟で堅牢な仮想化機能を持つプラットフォームを提供します。
柔軟な仮想化機能
Hyper-V は、マイクロソフトの「データセンターからデスクトップまで」の仮想化戦略の一部であり、企業の IT インフラストラクチャのあらゆるレベルの仮想化において利点を提供します。Hyper-V のサーバーの仮想化機能は、何百、何千のクライアントを持つエンタープライズレベルのサーバーだけではなく、小規模なブランチ オフィスのサーバー、そしてその中間の規模においても有効です。
Hyper-V を使用すると、大容量のメモリ、強力なマルチコア プロセッサ、動的なストレージ ソリューション、および最新世代の高速ネットワーク機能を仮想マシンで利用できます。つまり、集中的にリソースを使用する基幹サーバー アプリケーションであっても、専用のサーバーを必要としないので、統合および仮想化の実用的な選択肢になります。
一方、一元管理および監視、自動バックアップ、および業界標準の管理ツールなどの Hyper-V および System Center の機能を使用して、小規模なブランチ オフィスのサーバーを統合できます。これにより、ブランチ ロケーションで現地の IT スタッフが操作することなく、本社からブランチ オフィスのサーバーを完全に管理し、バックアップできます。ブランチ オフィスでサーバーの問題が発生した場合は、仮想マシンのバックアップを新しいハードウェアに直ちに再展開できます。実際の作業に関しては、現地の請負業者に委託できます。ブランチオフィスで管理作業を行うには、Windowsの標準の管理ツールの利用方法を知っていれば良いのです。
System Center は、既存の物理サーバーを仮想マシン ベースのサーバーに変換することにより、システムの柔軟性を高めることができます。たとえば、System Center Virtual Machine Manager の物理-バーチャル マシン (P2V) 変換を使用すると、管理者がサーバー ハードウェア プラットフォームを標準化することができます。また、仮想化技術を使用して、単一のコンソールから最小限のダウンタイムで基幹 アプリケーションを仮想マシン形式にすることができます。System Center の監視ツールによって、この手順を管理者が決定した指標に応じて自動化できます。
堅牢な仮想化プラットフォーム
仮想マシンでは、Windows Server 2008 の強力なクラスタ、バックアップ、およびセキュリティ機能を使用して、要求の急増、ワークロードの増加、またはサーバーの問題が発生した場合でもネットワークをできる限りスムーズに実行できます。Hyper-V では、Windows Server 2008 のボリューム シャドウ コピー サービスを使用して、迅速で信頼性の高い障害回復を可能にし、自然災害またはハードウェア障害の後でも、中断を最小限に抑えてビジネスを通常の状態に戻します。
ホスト クラスタリングでは、複数の物理サーバーを使用して、1 つのサーバーに障害が起きた場合の影響を最低限にします。ゲスト クラスタリングでは、複数の仮想マシンを使用して、仮想マシンと同じ種類の保護だけではなく、1 つの仮想化ホスト サーバー内の負荷分散を提供します。Hyper-V では、ネットワーク設計者がより堅牢で柔軟性のあるネットワーク構成を設計して実装できるようにするホストおよびゲスト クラスタリングをサポートしています。
Hyper-V のQuick Migration機能を使用すると、最小限のダウンタイムで仮想マシンから他のサーバーへの移行を自動または手動で実行できます。
お客様は、System Center Operations Manager (SCOM) のような最新の運用監視製品を使用して、重要だが緊急ではないサーバーの問題 (システムのキャパシティが最大に近くなっているなど) を突き止めることにより問題を防止することができます。SCOM は、管理者に警告を発したり、しきい値に基づいて問題のサーバーを自動的に他の物理サーバー上の仮想マシンに移動したりできます。
強化されたセキュリティ
セキュリティは、物理または仮想にかかわらず、すべてのサーバー ソリューションでの重要な課題です。仮想ホストは、少なくともスタンドアロンのホストと同様にさまざまな方法で公開されています。しかし、ホスト システムが公開されているが管理されていない場合は、仮想マシンのセキュリティを弱める可能性があります。Hyper-V は仮想マシンおよびホスト セキュリティをさまざまな方法で強化します。
Hyper-V は、最新世代のプロセッサで構築されたサーバーで使用できるハードウェアレベルのセキュリティ機能を仮想マシンで利用できるようにします。たとえば、"execute disable bit (DEP : データ実行防止機能)" は、最も一般的なウイルス攻撃を検出して、ウイルスがシステムを乗っ取ったり、システムに過負荷をかけたり、他のコンピュータに蔓延したりするのを防ぐハードウェアレベルの機能です。
複数の管理者が存在する共有サーバーも、セキュリティ リスクにさらされています。Hyper-V は、Active Directory およびグループ ポリシーの統合による強力なロール ベースのセキュリティを提供し、セキュリティで保護された仮想マシンが共有サーバーを介してリスクにさらされるのを防ぎます。たとえば、システムを設定して給与アプリケーションの管理者がメール サーバーを再構成できないようにすることができます。
Hyper-V では、業界標準のネットワーク セキュリティ ツールとの統合によって、管理者が物理サーバーに対するのと同じ種類の保護機能をホスト システムと仮想マシンに提供できるようにします。仮想マシンは、物理サーバーと同様に Windows ファイアウォールおよびネットワーク アクセス保護ポリシー (検疫) を使用できます。
Hyper-V の効率的なアーキテクチャは、セキュリティの観点からも優れています。仮想化テクノロジのハイパーバイザ コンポーネントのコード ベースを最小にして、Windows Server 2008 の Server Core インストール オプションと共に使用することにより、Hyper-V では、ウイルスと悪意のある攻撃に対する "攻撃対象領域" をより小さく抑えることができます。
マイクロソフトの「データセンターからデスクトップまで」の仮想化戦略としての Hyper-V
マイクロソフトの「データセンターからデスクトップまで」の仮想化戦略を使用すると、組織全体で仮想化の利点を使用できます。Hyper-V は、マイクロソフトの仮想化戦略全体の不可欠な要素です。ここでは、マイクロソフトの戦略の他のコンポーネントについて簡単に説明し、Hyper-V と他のテクノロジを使用して組織の問題を解決する方法について見ていきます。マイクロソフトの仮想化戦略には、次の 5 つの主要なコンポーネントが含まれます。
· 1 つの物理サーバー上で複数のサーバーの実行を可能にする、サーバーの仮想化
· リモート ユーザーがオフィスのデスクトップまたはサーバー ベースのアプリケーションにアクセスできるようにする、プレゼンテーションの仮想化
· デスクトップのオペレーティング システムをデータセンターに統合できるようにする、デスクトップの仮想化
· 同じコンピュータのアプリケーション間での競合を防ぐ、アプリケーションの仮想化
· 物理コンポーネントの管理および制御に使用される管理ツールに仮想コンポーネントを関連付ける包括的な管理
サーバーの仮想化
マイクロソフトでは、Windows Server 2008 の Hyper-V と Virtual Server 2005 R2 という 2 つのサーバー仮想化製品を提供しています。Hyper-V は、64 ビット仮想マシンと共に 32 ビット仮想マシンを管理する仮想化機能を備え、仮想マシンでより大規模なメモリにアクセスし、複数のプロセッサを使用できるようにします。仮想化はオペレーティング システムの主要な機能であり、異なる仮想マシンの完全な分離を実現しながら、サーバー統合の利点を使用できます。
プレゼンテーションの仮想化
プレゼンテーションの仮想化は、リモート サーバー上でアプリケーションを実行しながら、ユーザー インターフェイスをローカルに表示することを可能にするテクノロジです。マイクロソフトのプレゼンテーションの仮想化テクノロジである、Microsoft ターミナル サービスは、リモート ユーザーが世界中のどこからでも、また異なるオペレーティング システムまたはシステム機能を持つコンピュータからでもオフィスのデスクトップに接続し、アプリケーション、リソース、および使い慣れたインターフェイスを使用できるようにします。管理者は、遠隔地からシステム管理ツールにアクセスできます。たとえば、アプリケーションをサーバーで実行し、リモート ユーザーがアクセスできます。
プレゼンテーションの仮想化は、データの一元管理と保護、アプリケーション管理のコスト削減、オペレーティング システムとアプリケーションの互換性テストのコスト削減、システム全体のパフォーマンスの向上などを可能にします。
デスクトップの仮想化
サーバーの仮想化がホスト クライアントのオペレーティング システムへのリモート アクセスに使用される場合、これはデスクトップの仮想化と呼ばれます。デスクトップの仮想化の原理はサーバーの仮想化と似ていますが、デスクトップの仮想化はさまざまな状況で利用できます。最もよくある状況の 1 つは、アプリケーションとデスクトップ オペレーティング システムとの非互換性の処理です。Windows Vista を実行しているユーザーが Windows XP Service Pack 2 でのみ実行されるアプリケーションを使用する必要がある場合を考えてみましょう。Windows XP Service Pack 2 を実行する仮想マシンを作成し、必要なアプリケーションをその仮想マシンにインストールすれば、この問題は解決できます。マイクロソフトの仮想マシンは、デスクトップ環境においてアプリケーションの互換性に対応する仮想マシンをホストするシナリオの問題を解決する方法の一例です。
アプリケーションの仮想化
アプリケーションの仮想化は、すべての共有リソースのアプリケーション固有のコピーを作成することにより、オペレーティング システムのインストール要件からアプリケーションの実行環境を分離し、アプリケーション間の非互換性とテストの必要性を減らします。Microsoft SoftGrid を使用すると、デスクトップおよびネットワーク ユーザーがアプリケーションのインストール時間を減らし、それぞれのアプリケーションに仮想環境を提供することによってアプリケーション間の競合の可能性を減らします。この仮想環境は、仮想マシン全体ほど広範ではありません。システムの主要な部分の抽象化されたビューを提供することにより、アプリケーションの仮想化は、アプリケーションの展開と更新に必要な時間と費用を減らします。
使い慣れた環境での包括的な管理
仮想化テクノロジは幅広い利点をもたらします。組織のコンピューティング環境がより仮想化されるにつれ、より抽象的にもなります。抽象化が進むと、複雑さが増して、IT スタッフが環境を制御するのが難しくなります。その結果は明白です。仮想化された環境がうまく管理されていないと、その利点が得られないかもしれません。
多くの場合、仮想化された環境を管理する場合の要件は、物理的な環境を管理する場合と同じです。したがって、同じツールが使用できます。そのため、Windows Serverの仮想化機能とMicrosoft System Center製品群には、仮想マシン環境を簡単にかつ使いやすく運用できるように設計された機能が含まれています。しかも、仮想マシン特有の強力な機能へ、簡単にアクセスできるようにしています。
ネットワーク全体を管理しているツールから、仮想マシンを除外して、複数の管理インターフェイスを持ってしまうと、問題の診断と解決が必要以上に難しくなります。System Center製品群は、仮想リソースと、物理的なリソースのすべてに対して、統合された管理インターフェイスを提供するように設計されています。これは、既に大規模な物理サーバーリソースを管理している業界標準ツールによって提供されます。管理者がサーバー グループの状態をチェックする際に、仮想マシンの問題が物理サーバーの問題と共に示されます。
使い慣れた環境を使用して仮想リソースを管理すると、新しい仮想環境を管理するためのシステム管理者の学習曲線はなだらかになり、管理者チームが既に持っている知識を再利用できます。Windowsで標準化すると、マイクロソフトの広範囲なパートナー によるサービスから、サポートを簡単に見つけることができます。System Center は、動的な自己管理システムの作成に役立つように設計されています。人間との対話を最低限にすることで、運用監視ツールは、自動的に問題を診断して解決できます。
それぞれのコンポーネントの機能と使用方法の利点の詳細については、http://www.microsoft.com/japan/virtualization を参照してください。
主なビジネス ニーズを解決する
ここでは、Hyper-V が主なソリューション シナリオに対処する方法について説明します。
· サーバーの統合
· ビジネスの継続性および障害回復
· テストおよび開発
· ダイナミックデータセンターへの移行
· ブランチ オフィスの管理
サーバーの統合
仮想化テクノロジを採用する大きな要因となるのがサーバーの統合です。ビジネスは、柔軟性、信頼性、スケーラビリティ、およびセキュリティのような競争上の優位性を確保して強化しながらも、管理を容易にしてコストを減らすという必要に迫られています。仮想化を基本的に使用すると、1 つのシステム上で多数のサーバーを統合するのと同時に、これらの要求を解決して分離を維持するのに役立ちます。
コスト削減
サーバーの数を減らすことは、ハードウェアに費やすコストを減らす以上の意味があります。サーバーの消費電力と熱の問題は、データセンターの規模にかかわらず急速に問題になっており、これはサーバーの数を減らすことで軽減できます。統合によって、小規模のデータセンターでの物理的な設置面積の問題が減り、設備管理と不動産のコストが削減されます。
信頼性のある、エンタープライズ クラスのサーバーの標準のプラットフォームに仮想マシンを展開すると、システムの可用性が向上し、管理コストを減らすことができます。
インフラストラクチャの最適化
現在、ほとんどの専用サーバーは、そのキャパシティより大幅に低い状態で実行されており、実際のハードウェアの機能の 5% ～ 15% しか使用していません。このように資産があまり使用されていないという問題は、コンピューティング リソースの使用に柔軟性が欠けることと、ワークロードに必要なキャパシティを予測するのが難しいということが原因となっています。従来、ほとんどの組織では、通常の操作に必要な最適なキャパシティではなく、ピーク負荷予測と予想外の使用の急増を処理することを目的とした処理能力、ストレージ、およびメモリに基づいて運用ワークロードのサーバー リソースを割り当ててきました。その結果、急増した場合のために割り当てられたキャパシティのほとんどが、現在のワークロードを処理しておらずアイドル状態になっています。このようなワークロードは、仮想化を使用して統合したり、使用状況に応じてリソースを割り当てたり、複数の仮想マシン上でコンピューティング リソース全体のバランスを調整する最適な対象になります。
サーバーの仮想化は、以前使用されていなかったまたは十分使用されていなかったサーバーのキャパシティをより有効に使用することを可能にします。キャパシティをほとんど使用しないタスク専用にサーバーを設けるのでは無く、サーバーを仮想マシンのホストにして複数のワークロードにそのリソースを割り当てることができます。
Hyper-V を System Center Operations Manager と共に使用すると、専用サーバーでのみ使用可能だったものと同様のピーク負荷処理、クラスタリング、およびセキュリティが提供されます。
柔軟性
Hyper-V の新しいアーキテクチャには、統合されたサーバーの柔軟性が加わりました。仮想マシンで、マルチコア テクノロジ、向上したディスク アクセス、および強化されたメモリ サポートなどの強力な機能を使用可能にすることにより、Hyper-V は、仮想化プラットフォームのスケーラビリティとパフォーマンスを向上させました。Windows Server 2008 の残りの機能と共に、Hyper-V では、1 つのシステム上の 32 ビットおよび 64 ビット ワークロードを含むほとんどのワークロードを統合し、既にユーザーの環境に存在する 32 ビット ワークロードの継続サポートと 64 ビット テクノロジの採用のバランスを調整できるようにします。
ビジネスの継続性および障害回復
ビジネスの継続性を維持する機能とは、スケジュールされたダウンタイムとスケジュールされていないダウンタイムの両方を最低限に抑える機能です。これには、保守およびバックアップなどの日常業務だけではなく、予想外の停止で失われた時間も含まれます。Hyper-V には強力なビジネスの継続性を維持する機能があり、厳密な稼働時間とレスポンスに対する要求を満たすことができます。
障害回復機能は、ビジネスの継続性を維持するための主なコンポーネントです。自然災害、悪意ある攻撃、およびソフトウェアの競合のような簡単な構成の問題であっても、管理者が問題を解決してバックアップ データを復元するまでは、サービスとアプリケーションが停止します。高速で信頼性の高い災害およびビジネス回復には、データの損失を最小限に抑え、強力なリモート管理機能を持つことが必要です。
現在、Hyper-V は、ボリューム シャドウ コピー サービス (VSS) をサポートしています。これは、実行中の仮想マシンを中断することなく、特定の時点のバックアップを可能にする自動バックアップ機能です。System Center Data Protection Manager およびマイクロソフトのパートナーの類似のバックアップ テクノロジと共に使用することにより、これらのスナップショットのバックアップをとり、データを安全な場所 (必要な場合はオフサイトの場所) に保存できます。元のホスト サーバーが回復できない状況では、管理者はバックアップ コピーから仮想マシンを簡単に再構築し、他の場所でサーバーを再構築して全体のダウンタイムを最小にします。また、仮想マシンの標準VHDフォーマットを使用して、遠隔地にある、Hyper-V プラットフォームが有効になっているハードウェア リソース上仮想マシンを確実に復元できます。
System Center Operations Manager の状態の監視機能は、Hyper-V の機能と共に使用すると、遠隔地にいる管理者がリアルタイムでサーバーの状態を監視することができます。また、監視機能はサーバーの問題にプログラムで応答し、管理者が作成したスクリプトを使用して障害回復タスクを手動による操作なしで起動します。システムの監視は万が一の場合の計画に役立ちます。たとえば、障害のあるサービスをサーバーが引き継ぐために呼び出される際の最小の要件を表示する場合です。
Hyper-V の主な機能の 1 つである Quick Migrationは、ビジネスの継続性の向上のために特別に設計されています。Windows Server 2008 Enterprise edition および Datacenter editionのクラスタリング機能と組み合わせることにより、Quick Migrationを使用して仮想マシンの高可用性機能を使用できます。1 つのサーバーに障害が起こった場合、そのワークロードは他のノード メンバに引き継がれ、ユーザー アクセスの中断は最小限になります。この機能は、計画されたメンテナンス期間における可用性の向上に役立ち、管理者がプライマリ ホスト システムのハードウェアまたはソフトウェアの更新メンテナンスを実行する前に、仮想マシンを他のシステムに移動することを可能にします。
これらの機能およびその他の機能によって、Hyper-V は、既存のサーバーおよび管理インフラストラクチャのすべての機能を利用しながら、すべての仮想マシンのビジネスの継続性および障害回復を想定した保護機能を提供する堅牢な仮想プラットフォームになります。
テストおよび開発
テストおよび開発は、しばしば仮想化テクノロジを利用できる最初のビジネスの場となります。仮想マシンを使用すると、物理サーバーおよびクライアントの操作は本番とほぼ同じで、かつ、安全で閉じた環境で、開発スタッフが広範なシナリオを作成してテストできます。
たとえば、開発チームは、複数のプラットフォーム上の最新のバージョンのアプリケーションを仮想ハードウェアのさまざまな機能を使ってテストできます。IT 部門は仮想マシンを使用して新しいサーバーおよびクライアントの機能の展開をテストできます。
Hyper-V は、テスト ハードウェアの使用率を最大にし、コストを削減し、ライフサイクル管理を向上し、テストでカバーできる範囲を広げます。
広範なゲスト オペレーティング システムのサポート
Hyper-V は、Windows を実行する 64 ビット仮想マシン、Xen 対応の Linux を含む特定のサード パーティのオペレーティング システムをサポートしており、仮想マシン ベースのテスト 環境で広範なサーバー アプリケーションおよびワークロードを実行できるようにします。また、Hyper-V は、32 ビット仮想マシンのその他ほとんどのオペレーティング システムを実行します。Hyper-V は、64 ビットと 32 ビットの仮想マシンを同一の環境で同時にサポートするため、業界標準の管理ツールを使用して、Hyper-V の仮想マシン環境内で、さまざまなシナリオをすべて設計、テスト、および展開できます。
仮想マシンのライブラリおよびセルフサービス ポータル
System Center Virtual Machine Manager には、ライブラリ内へ仮想マシンを保存して管理する機能があります。これは、テストおよび開発に非常に役立ちます。ライブラリには、会社全体で使用される各オペレーティング システムに基となる仮想マシンまたは仮想マシンのテンプレートが含まれており、新製品を実際のネットワークに展開する前に、開発スタッフがすべての環境における新製品の影響を迅速に理解するためにテストを実施できます。
多くのテスト環境では、サーバー管理者がサーバー レベルの仮想マシンを作成し管理する必要があります。これは、数時間だけ存在する仮想マシンの場合でも同じです。このような状況は管理者にとって必要のない作業を増やし、テスト実施者の作業を遅らせます。SCVMM のセルフサービス ポータル機能を使用すると、テスト実施者が必要に応じてテスト用の仮想マシンをセットアップしたり、削除したりできます。管理者による作業は必要ありません。管理者は、テスト実施者に対する全体的なリソース割り当てを制御し、ネットワーク内でアクセスまたは作成される仮想マシンの種類を制御します。
Hyper-V は、Active Directory およびグループ ポリシー サポートと緊密に統合されることによってこれらの機能に対する強力な基盤を提供します。Hyper-V によるきめ細かいリソース制御は、管理者が VLAN サポートのような機能を使用してテスト環境を分離する場合に役立ちます。
テストおよび開発のチェックポイント
チェックポイントは障害回復の重要なツールであるだけではなく、テストおよび開発にも役立ちます。
テストおよび開発手順には、プログラムおよびオペレーティング システムをインストール、アンインストール、および再インストールする際の長い待機時間が含まれます。Hyper-V のチェックポイント機能を使用すると、変更された仮想マシン (新しいアプリケーションがインストールされた場合など) を以前の構成に再設定し、プログラムのアンインストールまたはオペレーティング システムの再インストールを最小限にすることができます。これは、さまざまな構成 (オペレーティング システムに適用されているさまざまなサービス パックなど) におけるアプリケーションのテストを簡単にし、時間を節約し、テスト スイートのハードウェア要件を最小限に抑えます。
ダイナミックデータセンターへの移行
データセンターは、ハードウェアおよび設備の使用を最適化し、パフォーマンスの向上とビジネス インテリジェンスの利用を求める圧力にさらされています。Hyper-V を使用すると、変化するニーズに対応する敏捷性、および将来に備える能力と柔軟性をデータセンターで実現できます。
Microsoft System Centerのような既存のシステム管理ソリューションとHyper-Vによって、自律的な動的システムと運用の俊敏性を提供するというダイナミック データセンターのビジョンの実現に近づきます。業界標準の監視および管理ツールとの統合により、管理者が問題に対応するにつれてシステムはより自己復旧できる状態になります。たとえば、サーバーのメモリ使用量があるレベルに達した時はいつも、管理者がメモリをサーバーに追加するのであれば、メモリがある閾値に達した際に、特定の動作を自動的に行うことで、システムが手順に従って同じような対応を行います。
Hyper-V および Microsoft System Center はダイナミック データ センターに以下の利益をもたらします。
· 最も効率の良いハードウェアにサーバー機能を統合することによる、総保有コスト (TCO) の削減
· リソースのサイズが適切で有効に使用されていることの確認
· ビジネス プロセスのサポートおよび強化
· ハードウェアの使用率の最大化
· IT の複雑さと管理の削減
· 複雑なシステムの設計、展開、および操作の簡素化と自動化
自動化された仮想マシンの再構成
Hyper-V 仮想マシンの構成機能では、System Center Virtual Machine Manager などの高度な管理ツールを使用して、ダウンタイムを最小限にしながら、追加のメモリ、プロセッサのコア、ストレージ、およびネットワークを仮想マシンで再構成できます。ダイナミック データ センターは、このテクノロジを問題への対応に使用するだけではなく、増加する要求を予想するためにも使用します。
ダイナミック データ センターは、Web ベースのプロモーションなどの予測に追加の処理能力を提供できます。月末の数日間に給与システムの処理が常に遅い場合、システムはその期間にキャパシティを追加し、その期間が終わるとそれらのリソースをその他の仮想マシンのために開放します。
System Center Operations Manager (SCOM) および SCVMM によって、要求の増加に応じて対応できるため、これらの変動する要求を予測する必要はありません。たとえば、製品に対する予想外のレビューによって Web トラフィックが急増した場合、システム使用率のしきい値にサーバーが達したことをSCOM が検出すると、負荷を分散するために SCOM タスクを使用して追加の Web サーバー仮想マシンが起動されます。
柔軟なリソース制御
また、仮想マシンでも柔軟なリソース制御を使用して、アイドル状態になる可能性のあるリソースを使用できます。
たとえば、2GB のメモリを必要とするアプリケーションは、4GB で実行された方がいい場合があります。2GB の仮想マシンで実行されていると管理者に警告されることはなくても、キャパシティに達するまで実行されることはありません。柔軟なリソース制御 (この場合はメモリの確保) によって、システムによる特定の設定 (この場合は 2GB のメモリ) が可能になり、サーバーで常に使用できる追加のキャパシティを仮想マシンに提供できます。この例では、サーバーでメモリが必要でない場合は、必要でないメモリが仮想マシン専用に常に提供されます。特定のレベルを超えるリソースを使用できない仮想マシンでは、リソースの上限を設定できます。これにより、その上限を超えるリソースを他で使用するようにシステムに指示できます。
Quick Migration
Windows Server 2008 Enterprise edition および Datacenter edition のHyper-V のQuick Migration機能は、フェールオーバー クラスタリングを使用して、ダウンタイムを最小限にしながら、仮想マシンを他のサーバーに移動して実行することを可能にします。ダイナミックデータ センターは、Quick Migrationを使用して、アプリケーションおよびサーバーが、現在のニーズに最適な機能を持つハードウェアで実行されていることを確認します。たとえば、アプリケーションの更新プログラムを提供するサーバーは、会社全体のソフトウェアの更新に備えて、より強力なサーバーに移行することができます。
使用率カウンタ
Hyper-V の使用率カウンタは、サーバー管理者にサーバーの負荷とパフォーマンス情報の詳細を提供して計画および分析を容易にします。この機能は、サーバーのプロセッサ時間、帯域幅の使用、ログイン時間、またはその他のメトリックスを金銭的なコストに換算するのに役立ちます。
ブランチ オフィスの管理
ブランチ オフィスは、サーバーの展開、ビジネスの継続性、および現地の IT 部門が小規模であるか存在しないために生じるリモート管理の必要性など、多くの問題に直面しています。
Hyper-V には、リモートおよび自動管理を可能にして現地の IT スタッフの必要をなくす、いくつかの機能があります。データのバックアップなどの日常業務は自動化できます。サーバーは、Hyper-V の仮想マシンの自動再構成などの機能を使用して、管理者の作業なしに問題を解決できます。
データセンターと同様に、ブランチ オフィスでは、サーバーの統合、ビジネスの継続性と障害回復、開発とテスト、およびダイナミック データセンターの機能を実現する Hyper-V を活用できます。
ブランチ オフィスでのサーバーの統合
サーバーの統合は、ブランチ環境のほとんどのワークロードがそれほど大きくないようなリモートの環境であっても重要なシナリオです。電子メール サービス、印刷サービス、Fax サービス、またはバーティカル・アプリケーションなどの機能に小規模な複数のサーバーを個別に使用するよりは、サーバーを仮想的に 1 つの中規模またはハイ エンド サーバーに集約するとハードウェアが節約され管理性が向上します。
仮想化によって、人件費、管理費、および設備費を削減できます。ブランチ オフィスを仮想化すると、リモート管理が可能になり、現地の IT スタッフを減らすことができます (スタッフを置く必要がなくなる場合もあります)。従来の専用サーバーの代わりに仮想マシンでの単一サーバーのアプローチを使用すると、必要電力や必要なスペースを減らし、管理およびバックアップするサーバーを 1 つにしたり、サーバー数を減らしたりすることができます。
ブランチ オフィスでのビジネスの継続性/障害回復
ブランチ オフィスでは、大規模なデータ センターでのみ使用できるビジネスの継続性を維持するために仮想化テクノロジを使用できます。Windows Server 2008 および Hyper-V のビジネスの継続性を維持する機能では、小さなブランチにおいてもクラスタリングとリモート管理によってコスト効率を上げています。ブランチ オフィスで障害が発生した場合、本社の IT スタッフがブランチ自体のデータで仮想マシンの全装備を作成してテストし、その仮想マシンを高速インターネット接続またはその他の手段で送信して、物理環境を再構築するよりもずっと短いダウンタイムでブランチの営業を再開できるようにします。
ブランチ オフィスの開発とテスト
仮想化テクノロジでは、複数のサーバーを使用するネットワーク全体を本社の IT 部門から設計、アセンブル、およびテストできます。その仮想マシンは、リモートでインストールされるか、1 枚以上の DVD に保存されてブランチ オフィスに郵送されます。これにより、現地の技術者と契約する必要がなくなります。プロセス全体は本社から管理され、現地の IT スタッフの必要はほとんどまたはまったくなくなります。
ブランチ オフィスでの俊敏性の向上
リモート インフラストラクチャ環境の最大の課題の 1 つは、すべてのワークロードを簡単かつ迅速に組織のすべてのブランチに展開できるわけではないということです。Hyper-V を使用すると、ブランチでハードウェアへの依存を最小限にし、業界標準の VHDフォーマットを使用して移植性を確保できます。System Center Virtual Machine Manager のテンプレートと配置機能と共に使用することで、アプリケーションとワークロードを複数のブランチ間で迅速に展開し、リモートで管理できます。
まとめ
Hyper-V は、Windows Server 2008 の主要な機能であり、マイクロソフトの「データセンターからデスクトップまで」の仮想化戦略の主要なコンポーネントです。この戦略には次のコンポーネントも含まれます。
· Microsoft Terminal Services によるプレゼンテーションの仮想化
· Microsoft Virtual PC によるデスクトップの仮想化
· Microsoft SoftGrid によるアプリケーションの仮想化
マイクロソフトのすべての仮想化ソリューションは、Windows Server 2008 およびオプションの Microsoft System Center スイートの使い慣れたツールによって管理されます。Hyper-V ソリューションのオープン アーキテクチャにより、サードパーティの管理ツールと簡単に統合できます。業界標準のツールを使用して管理を標準化することで、管理者と外部のサポート スタッフの学習を容易にします。
マイクロソフトでは、Hyper-V を使用してハイパーバイザ ベースの仮想化プラットフォームを提供し、コストの削減、ハードウェア使用率の向上、インフラストラクチャの最適化、およびサーバーの可用性の向上による柔軟性を実現します。Hyper-V を使用すると、ハードウェアレベルのセキュリティ機能を含む強化されたセキュリティを仮想マシンで使用することができます。
仮想化が採用される主な理由は、サーバーの統合とコストの削減です。その他の理由は次のとおりです。
· ビジネスの実行に信頼がおけるようにする、ビジネスの継続性と障害管理
· 1 つの "ライブ" コンピュータ上よりも仮想環境でのテストを可能にするテストおよび開発
· サーバーの使用率を最適化し、自己管理システムを提供する、ダイナミック データセンターへの移行
· 現地の IT スタッフの必要をなくすブランチ管理
Hyper-V は、TCOを減らし、リソースの使用率を最適化し、ネットワーク管理者が日常業務を実行するだけになるのではなく価値を付加できる分野に集中することを可能にします。これは、人件費とトレーニング費用の節約になります。
Hyper-V は、動的で信頼性があり、スケーラブルなプラットフォーム機能と、物理および仮想リソースの両方を管理する統合された一連の管理ツールとを組み合わせることにより、最大の柔軟性を提供します。これにより、敏捷性が高いダイナミック データセンターを作成し、自己管理型の動的なシステムに近づくことができます。Windows Server 2008 の主要な機能である Hyper-V は、ユーザーのインフラストラクチャでほとんどのワークロードを仮想化できる、より信頼性が高くスケーラビリティに優れた動的な機能を提供します。
IT 担当者のコミュニティで個別および全体的な既存の知識を使用することに加えて、マイクロソフトとパートナー エコシステムは、マイクロソフトの仮想化プラットフォームにアプリケーションを安心して展開できるように広範なサポートを提供します。
